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“ d–p模型におけるコヒーレント状態と
インコヒーレント状態”

d–p模型は銅酸化物高温超伝導を研究するためによく用いられている模型である。特に
我々のグループでは d電子のサイト内クーロン相互作用Ud無限大の系に対して 1/N 展開
法（N は dホールのスピン軌道縮重度）を用いることによって、擬ギャップ状態、実験と
良く合う相図などを示してきた。
しかし、in–gap状態のドープ量 δ → 0における振る舞いは他の理論の結果や数値計算

の結果と食い違いがあり、それによって我々の結果の正当性について疑義を呈する研究者
がいる。それに対して我々はその食い違いの原因を明らかにするため、これまでより高温
における研究を行い、数値計算などの結果と良く対応することを示した。得られた主な結
果を以下に列挙する。

• コヒーレンス温度T0より十分高温側では、pホールの分散と散乱確率が共に近藤結
合定数 JK 程度である。また in–gap状態は散乱確率が分散よりも大きいインコヒー
レントな状態であり、温度を下げて行くとコヒーレントな状態へ変化する成分（コ
ヒーレント成分) と、背景として現れるインコヒーレントな成分 (インコヒーレン
ト成分) という 2つの成分が存在する。

• δ → 0ではコヒーレント成分はなくなるが、インコヒーレント成分は残る。この結
果は数値計算や実験の結果と良く一致する。

• Ud → ∞の結果と Ud < ∞の結果の間には定性的な違いはない。
セミナーではスピン感受率、電荷感受率、超伝導感受率の温度、ドープ量依存性につい

ても議論する。
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